
(57)【要約】

【課題】　通常運転時や転倒時においても、火傷等の不

安がなく、かつ加湿運転中にて雑菌等の繁殖のない衛生

性を兼ね備える加熱式加湿器を提供する。

【解決手段】　本体１と、水タンク２と、水受部５と、

水槽６と、加熱体８と、水槽６内周に接するよう配接さ

れ下部より水を吸上げる吸水部材７を有し、加熱された

吸水部材７から発生する蒸気を案内する蒸気案内筒９と

、送風ファン１１により送られてくる送風を取り入れる

前記蒸気案内筒９側面に設けられた送風取入口１２と、

蒸気案内筒９から送られてきた蒸気と送風取入口１２よ

り送られる送風を混合させる混合室１４と、この混合室

１４内に送風される送風の一部を水槽６底面に向けて下

方向に吹き出す送風筒１３を設けている。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 吸 気 口 と 吹 出 口 を 有 し た 本 体 と 、 本 体 内 に 設 け た 水 タ ン ク と 、 こ の 水 タ ン ク に 設 け ら れ
弁 装 置 を 備 え た 落 水 口 を 有 す る タ ン ク キ ャ ッ プ と 、 タ ン ク キ ャ ッ プ に よ り 一 定 水 位 に 保 持
さ れ る 水 を 受 け る 水 受 部 と 、 水 受 部 か ら の 水 が 供 給 さ れ る 水 槽 と 、 前 記 水 槽 内 周 に 接 し 、
か つ 下 部 が 水 に 浸 さ れ 毛 細 管 現 象 に よ り 水 を 吸 い 上 げ る よ う に 配 設 さ れ た 吸 水 部 材 と 、 こ
の 吸 水 部 材 を 水 槽 外 周 か ら 加 熱 す る 加 熱 体 と 、 加 熱 さ れ た 吸 水 部 材 か ら 発 生 す る 蒸 気 を 前
記 吹 出 口 に 案 内 す る 蒸 気 案 内 筒 と 、 前 記 吸 気 口 か ら 空 気 を 取 り 込 ん で 前 記 蒸 気 案 内 筒 内 に
送 風 す る 送 風 フ ァ ン と 、 送 風 フ ァ ン か ら の 送 風 を 取 り 入 れ る 前 記 蒸 気 案 内 筒 の 側 面 に 設 け
た 送 風 取 入 口 と 、 吸 水 部 材 か ら 発 生 し た 蒸 気 と 送 風 取 入 口 か ら 送 ら れ る 送 風 と を 混 合 さ せ
る 混 合 室 と 、 前 記 送 風 取 入 口 か ら 取 り 入 れ た 送 風 を 水 槽 底 面 に 向 け て 下 向 き に 吹 き 出 す 送
風 筒 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 加 熱 式 加 湿 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 送 風 筒 を 蒸 気 案 内 筒 と 一 体 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 加 熱 式 加 湿 器
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 蒸 気 案 内 筒 は 、 前 記 送 風 筒 に 送 風 を 取 り 入 れ る 送 風 取 入 口 と は 別 に 横 方 向 へ 送 風 を
送 り 出 す 送 風 取 入 別 口 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 加 熱 式 加 湿 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 送 風 取 入 別 口 は 、 送 風 筒 の 上 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 加
熱 式 加 湿 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 吸 水 部 材 の 上 方 に 、 前 記 蒸 気 案 内 筒 に 内 接 し 、 前 記 送 風 取 入 別 口 か ら の 送 風 が 通 過
す る 通 風 性 と 放 熱 性 の 高 い 材 料 で 形 成 さ れ た 放 熱 部 材 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３
又 は ４ 記 載 の 加 熱 式 加 湿 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 本 体 の 吹 出 口 を 上 下 ２ 層 に 形 成 し 、 下 側 を 蒸 気 吹 出 口 と し 、 上 側 を 冷 風 吹 出 口 と し
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 加 熱 式 加 湿 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 水 槽 を ア ル ミ ニ ウ ム で 形 成 し 、 前 記 吸 水 部 材 を 加 熱 す る 際 の 余 熱 を 利 用 し て 前 記 水
槽 内 の 水 を ５ ０ ～ ７ ０ ℃ に 加 熱 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か
に 記 載 の 加 熱 式 加 湿 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 吸 気 口 近 傍 の 本 体 内 に 室 温 セ ン サ を 設 け 、 こ の 室 温 セ ン サ か ら の 温 度 情 報 に よ り 運
転 開 始 時 の 加 熱 体 へ の 通 電 に 対 し 冷 却 用 の 送 風 フ ァ ン へ の 通 電 を 一 定 時 間 遅 ら せ る よ う に
し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 加 熱 式 加 湿 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 蒸 気 吹 出 口 の 近 傍 に 蒸 気 温 度 セ ン サ を 設 け 、 蒸 気 吹 出 口 近 傍 の 蒸 気 温 度 が 所 定 温 度
以 上 の 場 合 に 、 運 転 を 異 常 停 止 さ せ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ
か に 記 載 の 加 熱 式 加 湿 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 異 常 停 止 時 に 、 清 掃 喚 起 ラ ン プ を 点 灯 さ せ て 前 記 吸 込 部 材 の 清 掃 を 喚 起 す る よ う に
し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 加 熱 式 加 湿 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 加 熱 に よ り 水 を 蒸 気 化 す る 加 熱 式 加 湿 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 加 熱 式 加 湿 器 に お い て は 、 送 風 機 構 を 設 け る こ と で 、 蒸 気 出 口 か ら 放 出 さ れ る 蒸

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-265383 A 2005.9.29



気 温 度 を ６ ０ ℃ 程 度 と し 、 ま た 、 本 体 転 倒 時 の 熱 湯 流 出 で の 火 傷 安 全 策 と し て 、 吸 水 部 材
の 毛 細 管 作 用 に よ り 吸 い 上 げ た 少 量 の 水 の み を 上 部 に 設 け た 加 熱 体 に よ り 加 熱 し て 加 湿 す
る こ と で 、 必 要 以 上 の 熱 湯 を 持 た な い 構 成 と な っ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ４ ３ ４ ０ ４ ９ 号 公 報 （ 第 １ ８ 頁 、 図 １ － 図 ２ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 吸 水 部 材 を 持 つ 加 湿 器 の 場 合 で も 、 ６ ０ ℃ の 蒸 気 で は 約 ５ 秒
連 続 接 触 す る と 、 火 傷 を 生 じ る 危 険 性 が あ る た め 、 吹 き 出 し 蒸 気 や 転 倒 時 に 水 槽 内 か ら 流
出 す る 湯 に 連 続 接 触 す る と 、 火 傷 を す る 心 配 が っ た （ ５ ５ ℃ な ら ２ ０ 秒 、 ５ ０ ℃ な ら ３ 分
、 ４ ５ ℃ な ら １ 時 間 接 触 で 火 傷 す る ） 。 ま た 、 必 要 以 上 の 熱 湯 を 持 た な い 構 成 の た め 、 吸
水 部 材 の 加 熱 さ れ な い 部 分 （ 吸 い 上 げ 下 部 ） の 温 度 が 雑 菌 の 繁 殖 し や す い 温 度 （ ３ ０ ～ ４
０ ℃ ） に な り 、 異 臭 が 発 生 し て 衛 生 面 で や や 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 消 す る た め に な さ れ た も の で 、 吹 き 出 し 蒸 気 や 転 倒 時 に 水 槽
内 か ら 流 出 す る 湯 に 連 続 接 触 し て も 火 傷 の 心 配 が な く 、 か つ 衛 生 性 を 兼 ね 備 え た 加 熱 式 加
湿 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 加 熱 式 加 湿 器 は 、 吸 気 口 と 吹 出 口 を 有 し た 本 体 と 、 本 体 内 に 設 け た 水 タ ン
ク と 、 こ の 水 タ ン ク に 設 け ら れ 弁 装 置 を 備 え た 落 水 口 を 有 す る タ ン ク キ ャ ッ プ と 、 タ ン ク
キ ャ ッ プ に よ り 一 定 水 位 に 保 持 さ れ る 水 を 受 け る 水 受 部 と 、 水 受 部 か ら の 水 が 供 給 さ れ る
水 槽 と 、 前 記 水 槽 内 周 に 接 し 、 か つ 下 部 が 水 に 浸 さ れ 毛 細 管 現 象 に よ り 水 を 吸 い 上 げ る よ
う に 配 設 さ れ た 吸 水 部 材 と 、 こ の 吸 水 部 材 を 水 槽 外 周 か ら 加 熱 す る 加 熱 体 と 、 加 熱 さ れ た
吸 水 部 材 か ら 発 生 す る 蒸 気 を 前 記 吹 出 口 に 案 内 す る 蒸 気 案 内 筒 と 、 前 記 吸 気 口 か ら 空 気 を
取 り 込 ん で 前 記 蒸 気 案 内 筒 内 に 送 風 す る 送 風 フ ァ ン と 、 送 風 フ ァ ン か ら の 送 風 を 取 り 入 れ
る 前 記 蒸 気 案 内 筒 の 側 面 に 設 け た 送 風 取 入 口 と 、 吸 水 部 材 か ら 発 生 し た 蒸 気 と 送 風 取 入 口
か ら 送 ら れ る 送 風 と を 混 合 さ せ る 混 合 室 と 、 前 記 送 風 取 入 口 か ら 取 り 入 れ た 送 風 を 水 槽 底
面 に 向 け て 下 向 き に 吹 き 出 す 送 風 筒 と を 備 え た も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 加 熱 式 加 湿 器 に よ れ ば 、 混 合 室 内 に 、 送 風 を 水 槽 底 面 に 向 け て 下 方 向 に 吹
き 出 す 送 風 筒 を 設 け た こ と に よ り 、 蒸 気 温 度 を ム ラ 無 く 低 温 度 （ ４ ０ ℃ 以 下 ） に で き る の
で 、 吹 き 出 し 蒸 気 や 転 倒 時 に 水 槽 内 か ら 流 出 す る 湯 に 数 秒 間 連 続 し て 接 触 し て も 火 傷 の 心
配 が な い 加 湿 器 を 提 供 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
実 施 の 形 態 １ ．
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 に よ る 実 施 の 形 態 １ の 加 熱 式 加 湿 器 を 示 す 断 面 図 、 図 ２ は 本 発 明 に よ る 実
施 の 形 態 １ の 加 熱 式 加 湿 器 の 操 作 表 示 部 を 示 す 図 、 図 ３ は 本 発 明 に よ る 実 施 の 形 態 １ の 加
熱 式 加 湿 器 の 制 御 回 路 の ブ ロ ッ ク 図 、 図 ４ は 本 発 明 に よ る 実 施 の 形 態 １ の 加 熱 式 加 湿 器 の
制 御 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ に お い て 、 合 成 樹 脂 で 成 形 さ れ た 本 体 １ の 側 面 下 部 に は 吸 気 口 １ ０ が 設 け ら れ 、 こ の
吸 気 口 ２ の 反 対 側 内 部 に は 水 タ ン ク ２ が 収 容 さ れ て い る 。 水 タ ン ク ２ に は タ ン ク キ ャ ッ プ
が 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の タ ン ク キ ャ ッ プ ３ に は 弁 装 置 を 備 え た 落 水 口 ４ を 有 し 、 水 タ
ン ク ２ 内 の 水 は こ の 落 水 口 ４ を 通 っ て 水 受 部 ５ に 供 給 さ れ 、 タ ン ク キ ャ ッ プ ３ に よ り 一 定
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水 位 に 保 持 さ れ る よ う に な っ て い る 。
前 記 水 受 部 ５ の 水 は ア ル ミ ニ ウ ム で 形 成 さ れ た 水 槽 ６ に 供 給 さ れ 、 水 槽 ６ 内 の 水 位 は 水 受
部 ５ と 同 水 位 で 、 水 槽 ６ 底 面 よ り １ ０ ～ ２ ０ ｍ ｍ の 高 さ に 保 持 さ れ る 。 水 槽 ６ の 内 周 壁 に
接 す る よ う に 設 け ら れ た 吸 水 部 材 ７ は 自 身 の 毛 細 管 現 象 に よ り 上 端 ま で 水 を 吸 い 上 げ る 。
吸 水 部 材 ７ 上 部 は 、 水 槽 ６ を 介 し て 加 熱 体 ８ に よ り 加 熱 さ れ て 、 吸 い 上 げ た 水 を 蒸 気 化 さ
せ る よ う に な っ て い る 。 水 槽 ６ の 上 方 に は 蒸 気 案 内 筒 ９ が 設 置 さ れ 、 こ の 蒸 気 案 内 筒 の 側
面 に は 送 風 フ ァ ン １ １ よ り 本 体 １ 内 に 設 け ら れ た 第 １ の 風 路 ２ ７ を 通 し て 送 ら れ て く る 送
風 を 内 部 に 取 り 入 れ る 送 風 取 入 口 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
前 記 水 槽 ６ と 蒸 気 案 内 筒 ９ と で 吸 水 部 材 か ら 発 生 し た 蒸 気 と 前 記 送 風 フ ァ ン に よ り 送 ら れ
て く る 送 風 と を 混 合 す る 混 合 室 １ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 蒸 気 案 内 筒 ９ の 送 風 取 入 口 １
２ に は 略 Ｌ 字 状 に 曲 げ ら れ た 送 風 筒 １ ３ が 設 け ら れ て お り 、 送 風 取 入 口 １ ２ か ら 取 り 入 れ
た 送 風 は こ の 送 風 筒 １ ３ に よ り 混 合 室 １ ４ 内 で 水 槽 ２ 底 面 に 向 け て 下 方 向 に 吹 き 出 さ れ る
よ う に な っ て い る 。 ま た 、 蒸 気 案 内 筒 ９ の 上 部 内 周 に は 通 気 性 と 放 熱 性 の 高 い 材 料 で 形 成
さ れ た 放 熱 部 材 １ ７ が 内 接 し て 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 蒸 気 案 内 筒 ９ に は 、 送 風 取 入 口 １
２ の 上 部 に 位 置 し て 送 風 取 入 口 １ ２ と は 別 に 前 記 第 １ の 風 路 １ Ａ か ら の 送 風 を を 取 り 入 れ
る 送 風 取 入 別 口 １ ２ Ａ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 送 風 取 入 別 口 １ ２ Ａ は 前 記 放 熱 部 材 １ ７ と
略 対 向 し て 設 け ら れ て い る 。
本 体 １ の 上 面 部 に は 蒸 気 吹 出 口 １ ５ と 送 風 吹 出 口 １ ６ が 吹 出 し 角 度 を 約 ４ ５ 度 以 下 に し て
斜 め ２ 層 に 形 成 さ れ て お り 、 下 側 に 蒸 気 案 内 筒 ９ に 連 通 す る 蒸 気 吹 出 口 １ ５ を 、 上 側 に 本
体 内 に 設 け た 第 ２ の 風 路 ２ ８ に 連 通 す る 冷 風 吹 出 口 １ ６ を 設 け て い る 。 本 体 １ 内 に は 室 温
を 検 出 す る 室 温 セ ン サ ２ １ が 吸 込 口 ２ の 近 傍 に 設 け ら れ 、 蒸 気 温 度 セ ン サ ２ ３ が 蒸 気 吹 出
口 １ ５ の 近 傍 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ に お い て 、 操 作 表 示 部 ２ ９ は 本 体 １ の 上 面 部 の 一 部 に 位 置 し て 設 け ら れ て お り 、 こ
の 操 作 表 示 部 ２ ９ に は 加 湿 器 の 運 転 開 始 や 運 転 停 止 を す る た め の 運 転 ス イ ッ チ ２ ０ 、 目 標
湿 度 を 設 定 す る た め の 湿 度 設 定 ボ タ ン ２ ４ 、 現 在 湿 度 又 は 設 定 湿 度 を 表 示 す る 湿 度 表 示 ラ
ン プ ２ ５ 、 吸 水 部 材 ７ の 清 掃 時 期 を 知 ら せ る た め の 清 掃 喚 起 ラ ン プ ２ ６ な ど が 設 け ら れ て
い る 。
　 図 ３ に お い て 、 制 御 部 １ ８ は マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 等 で 構 成 さ れ 、 予 め 記 憶 さ れ た 制 御
プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 操 作 表 示 部 ２ ９ に 設 け た 前 記 運 転 ス イ ッ チ ２ ０ 、 湿 度 設 定 ボ タ ン ２ ４
、 及 び 本 体 １ 内 に 設 け た 室 温 セ ン サ ２ １ 、 蒸 気 温 度 セ ン サ ２ ３ 、 及 び 時 間 を カ ウ ン ト す る
タ イ マ ー 手 段 ２ ２ か ら の 制 御 信 号 を 受 け て 加 熱 体 ８ や 送 風 フ ァ ン １ １ の 運 転 、 及 び 湿 度 表
示 ラ ン プ ２ ５ や 清 掃 喚 起 ラ ン プ ２ ６ の 点 灯 な ど を 制 御 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 上 記 の 構 成 か ら な る 実 施 の 形 態 １ の 加 熱 式 加 湿 器 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
ま ず 、 水 タ ン ク ２ を 本 体 １ に セ ッ ト す る と 、 水 タ ン ク ２ 内 の 水 は タ ン ク キ ャ ッ プ ３ に 備 え
ら れ て い る 落 水 口 ４ を 通 っ て 水 受 部 ５ に 供 給 さ れ タ ン ク キ ャ ッ プ ３ に よ り 一 定 水 位 に 保 持
さ れ る 。 水 受 部 ５ の 水 は 水 槽 ６ に 供 給 さ れ 、 水 槽 ６ 内 の 水 位 は 水 受 部 ５ と 同 水 位 で 、 水 槽
６ 底 面 よ り １ ０ ～ ２ ０ ｍ ｍ の 高 さ に 保 持 さ れ る 。
水 槽 ６ 内 壁 に 接 す る よ う に 設 け ら れ た 吸 水 部 材 ７ は 自 身 の 毛 細 管 現 象 に よ り 上 端 ま で 水 を
吸 上 げ 、 水 槽 ６ を 介 し て 加 熱 体 ８ に よ り 加 熱 さ れ 蒸 気 を 発 生 さ せ る 。 水 槽 ６ は ア ル ミ ニ ウ
ム で 形 成 さ れ て お り 、 熱 伝 導 の 良 さ か ら 吸 水 部 材 ７ を 加 熱 す る 際 の 余 熱 が 水 槽 ６ 底 面 ま で
伝 搬 さ れ る の で 、 吸 水 部 材 ７ 下 部 を 浸 し て い る 水 は ５ ０ ～ ７ ０ ℃ ま で 加 熱 さ れ 殺 菌 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 送 風 フ ァ ン １ １ に よ り 吸 気 口 １ ０ か ら 取 り 込 ま れ た 空 気 は 、 本 体 １ 内 に 設 け ら れ て 第 １
の 風 路 ２ ７ と 第 ２ の 風 路 ２ ８ に 分 配 さ れ て 送 風 さ れ る 。 第 １ の 風 路 ２ ７ に 送 風 さ れ た 空 気
は 蒸 気 案 内 筒 ９ に 設 け ら れ た 送 風 取 入 口 １ ２ と 送 風 取 入 別 口 １ ２ Ａ に 分 配 さ れ 、 送 風 取 入
口 １ ２ に 分 配 さ れ た 送 風 の 一 部 は 送 風 筒 １ ３ に よ り 水 槽 ６ 底 面 に 向 け 下 方 向 に 矯 正 さ れ 、
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吸 水 部 材 ７ で 発 生 し た 蒸 気 と 混 合 し て 蒸 気 温 度 を ４ ０ ℃ 以 下 に 低 減 さ せ る 。 水 槽 ６ 領 域 に
て 混 合 さ れ た 冷 却 蒸 気 は Ｕ タ ー ン し 、 蒸 気 案 内 筒 ９ に 戻 さ れ る 。
　 分 配 さ れ た 残 り の 空 気 は 、 送 風 取 入 別 口 １ ２ Ａ を 経 由 し て 放 熱 部 材 １ ７ を 通 過 し て 上 方
向 に 上 っ て く る 冷 却 蒸 気 に 対 し て 直 角 方 向 の 流 れ で 混 合 す る よ う に 吹 き 出 さ れ 、 撹 拌 す る
の で 、 蒸 気 温 度 を 均 一 に 低 減 す る 。 ４ ０ ℃ 以 下 に 均 一 に 冷 却 さ れ た 蒸 気 は 、 吹 き 出 し 角 度
を ４ ５ 度 以 下 に 設 け ら れ た 蒸 気 吹 出 口 １ ５ よ り 外 部 に 吹 き 出 さ れ る 。 そ の 際 に 、 前 記 第 ２
の 風 路 ２ ８ を 通 過 し て き た 室 温 と 同 等 の 空 気 が 上 方 の 送 風 吹 出 口 １ ６ よ り 同 時 に 吹 き 出 さ
れ る こ と に よ っ て 蒸 気 が 室 温 と の 温 度 差 に よ り 室 内 上 空 へ と 昇 ろ う と す る の が 抑 制 さ れ る
た め 、 蒸 気 が 天 井 付 近 に ス ポ ッ ト 的 に 固 ま る こ と が 無 く 、 遠 く ま で 蒸 気 が 到 達 し 、 室 内 を
均 一 に 加 湿 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 例 え ば 、 運 転 状 態 の 本 体 １ を 転 倒 し た よ う な 場 合 、 水 槽 ６ 内 の 湯 は 蒸 気 案 内 筒 ９
に 流 れ 込 み 、 放 熱 部 材 １ ７ と 接 触 す る 。 放 熱 部 材 １ ７ は 前 記 送 風 取 入 別 口 １ ２ Ａ か ら の 送
風 に よ り 室 温 と 同 等 温 度 に な っ て い る の で 、 水 槽 ６ 内 か ら こ ぼ れ て 流 入 し て き た ７ ０ ℃ の
湯 と 熱 交 換 し 、 湯 の 温 度 を ４ ０ ℃ 以 下 に 低 減 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 上 記 実 施 の 形 態 １ に お け る 加 熱 式 加 湿 器 の 制 御 動 作 に つ い て 、 図 ４ の フ ロ ー チ ャ
ー ト を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ １ に よ り 運 転 ス イ ッ チ ２ ０ が オ ン さ れ る と 、 ス テ
ッ プ Ｓ ２ に 移 行 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 制 御 部 １ ８ か ら 加 熱 体 ８ と タ イ マ ー 手 段 ２ ２ を
オ ン さ せ る 信 号 が 出 力 さ れ て 、 加 熱 体 ８ と タ イ マ ー 手 段 ２ ２ を 作 動 さ せ 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ に
移 行 す る 。
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 吸 気 口 １ ０ の 近 傍 に 設 け ら れ た 室 温 セ ン サ ２ １ に よ り 室 温 Ｔ １ を 測
定 し て 制 御 部 １ ８ に 出 力 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ に 移 行 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ
３ で 測 定 し た 室 温 Ｔ １ が １ ０ ℃ 未 満 の 場 合 、 遅 れ 時 間 Ｒ を ７ ｍ ｉ ｎ と 決 定 す る 。 室 温 Ｔ １
が １ ０ ℃ 以 上 ２ ０ ℃ 未 満 を 超 え て い る 場 合 、 遅 れ 時 間 Ｒ を ６ ｍ ｉ ｎ と 決 定 す る 。 室 温 Ｔ １
が ２ ０ ℃ 以 上 の 場 合 、 遅 れ 時 間 Ｒ を ５ ｍ ｉ ｎ と 決 定 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に 移 行 す る 。 ス テ ッ
プ Ｓ ５ で は 、 タ イ マ ー 手 段 ２ ２ で の カ ウ ン ト 時 間 ｍ １ を 測 定 し て 制 御 部 １ ８ に 出 力 し 、 ス
テ ッ プ Ｓ ６ に 移 行 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ６ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ で 測 定 し た 時 間 ｍ １ が ス テ ッ プ Ｓ ４ で 決 定 し た Ｒ 値 に
対 し て 小 さ い 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ に 戻 り 、 再 度 時 間 ｍ １ を 測 定 す る 。 時 間 ｍ １ が Ｒ 値 よ
り も 大 き い 場 合 は 、 次 の ス テ ッ プ Ｓ ７ に 移 行 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ７ で は 、 制 御 部 １ ８ よ り 送
風 フ ァ ン １ １ を オ ン さ せ る 信 号 が 出 力 さ れ て 送 風 フ ァ ン １ １ を 作 動 さ せ 、 加 湿 運 転 を 開 始
す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ で は 、 蒸 気 吹 出 口 １ ５ か ら 吹 き 出 さ れ る 蒸 気 温 度 Ｔ ２ を 蒸 気 温 度 セ
ン サ ２ ３ で 測 定 し 、 そ の 測 定 結 果 を 制 御 部 １ ８ に 対 し て 出 力 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ９ で は 、 ス
テ ッ プ Ｓ ８ で 測 定 し た 蒸 気 温 度 Ｔ ２ が ５ ０ ℃ 未 満 な ら 、 安 全 温 度 で 加 湿 し て い る と 判 定 し
て ス テ ッ プ Ｓ ８ に 戻 り 、 再 度 蒸 気 温 度 サ ー ミ ス タ ２ ３ に て 蒸 気 温 度 Ｔ ２ を 測 定 す る 。 ス テ
ッ プ Ｓ ８ で 測 定 し た 蒸 気 温 度 Ｔ ２ が ５ ０ ℃ 以 上 に な っ た 場 合 は 、 蒸 気 温 度 Ｔ ２ が 危 険 温 度
で あ る と 判 定 し て ス テ ッ プ Ｓ １ ０ へ 移 行 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で は 、 制 御 部 １ ８ か ら 加 熱 体 ８ を オ フ す る 信 号 が 出 力 さ れ 、 加 熱 体 ８ へ
の 通 電 を 停 止 し て ス テ ッ プ Ｓ １ １ へ 移 行 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ １ で は 、 制 御 部 １ ８ か ら 送 風
フ ァ ン １ １ を オ フ す る 信 号 が 出 力 さ れ 、 送 風 フ ァ ン １ １ へ の 通 電 を 停 止 し て 加 湿 運 転 を 終
了 さ せ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ へ 移 行 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ で は 、 清 掃 喚 起 ラ ン プ ２ ６ を 点 灯 さ
せ て 、 使 用 者 に 吸 水 部 材 ７ の 清 掃 を 行 う よ う に 喚 起 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ５ は 上 記 の 構 成 か ら な る 実 施 の 形 態 １ の 加 熱 式 加 湿 器 の 転 倒 時 を 示 す 図 で あ る 。
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　 図 ５ に 示 す よ う に 、 加 湿 器 が 転 倒 し た 際 は 、 水 槽 ６ 内 の 湯 は 必 ず 蒸 気 案 内 筒 ９ に 流 れ 込
む よ う に な っ て お り 、 そ の 結 果 、 蒸 気 案 内 筒 ９ 内 周 に 設 け ら れ た 放 熱 部 材 １ ７ と 接 触 す る
。 放 熱 部 材 １ ７ は 送 風 に よ り 室 温 程 度 に 常 時 冷 却 さ れ て い る た め 、 放 熱 部 材 １ ７ に 接 触 し
た ７ ０ ℃ の 湯 は ５ ０ ℃ 未 満 ま で に 温 度 が 低 減 さ れ 、 一 部 が 外 部 へ 流 出 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 上 記 実 施 の 形 態 １ に よ れ ば 、 水 槽 ６ 底 面 に 向 け て 下 方 向 に 送 風 を 供 給 す
る 送 風 筒 １ ３ と 横 方 向 に 風 を 取 り 入 れ る 送 風 取 入 別 口 １ ２ Ａ と を 設 け た こ と で 、 蒸 気 温 度
を ム ラ 無 く ４ ０ ℃ 以 下 に す る こ と が で き る 。 ま た 、 蒸 気 案 内 筒 ９ の 上 部 内 周 に 常 に 送 風 が
通 過 し て 冷 却 さ れ て い る 放 熱 部 材 １ ７ を 設 け た こ と で 、 加 湿 器 が 転 倒 し た 時 に 、 水 槽 ６ 内
か ら 流 出 す る お 湯 が 放 熱 部 材 １ ７ と 接 触 し 、 ５ ０ ℃ 以 下 に 下 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 蒸
気 吹 出 口 １ ５ よ り 吹 き 出 さ れ る 蒸 気 の 上 昇 を 蒸 気 吹 出 口 １ ５ の 上 に 設 け た 冷 風 吹 出 口 １ ６
に よ り 吹 き 出 さ れ る 送 風 に よ り 抑 制 さ れ る た め 、 蒸 気 を 遠 く ま で 運 ぶ こ と が で き る 。 ま た
、 水 槽 ６ を 熱 伝 導 の 良 い ア ル ミ ニ ウ ム で 形 成 す る こ と で 、 加 湿 と 同 時 に 水 槽 ６ 内 の 水 が ５
０ ℃ ～ ７ ０ ℃ の 湯 に 昇 温 さ れ て 加 熱 殺 菌 さ れ 、 異 臭 の 発 生 も な く 、 衛 生 性 を 兼 ね 備 え た 加
熱 式 加 湿 器 を 提 供 で き る 。 ま た 、 運 転 初 期 の 水 槽 ６ 内 に 有 る 水 も 加 熱 体 ８ の 運 転 開 始 に 対
し 、 送 風 フ ァ ン １ １ の 運 転 開 始 時 間 を 遅 ら せ る こ と で 、 ６ ０ ℃ 以 上 に 素 早 く 加 熱 で き る の
で 、 よ り 早 く 殺 菌 が で き る 。 ま た 、 蒸 気 温 度 Ｔ ２ を 検 出 す る 蒸 気 温 度 セ ン サ ２ ３ を 設 け た
こ と で 、 ５ ０ ℃ 以 上 に な っ た 場 合 、 安 全 に 停 止 さ せ る こ と も で き る 。 ま た 、 清 掃 喚 起 ラ ン
プ ２ ６ を 設 け た こ と で 、 蒸 気 温 度 Ｔ ２ が 上 昇 す る 要 因 の 吸 い 込 み 空 気 量 不 足 改 善 の た め の
お 手 入 れ を 使 用 者 に 喚 起 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
　 図 ６ は 本 発 明 に よ る 実 施 の 形 態 ２ を 示 す 加 熱 式 加 湿 器 の 要 部 断 面 図 で あ り 、 図 中 、 図 １
と 同 一 符 号 は 同 一 構 成 を 示 し て い る 。
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 蒸 気 案 内 筒 ９ に は 、 送 風 取 入 口 １ ２ 、 送 風 取 入 別 口 １ ２ Ａ 、 送 風 筒
１ ３ が 一 体 に 形 成 さ れ て い る 。
　 こ の よ う に 、 送 風 筒 １ ３ が 蒸 気 案 内 筒 ９ と 一 体 に 形 成 さ れ て い て も 、 上 記 実 施 の 形 態 １
と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 実 施 の 形 態 １ の 加 熱 式 加 湿 器 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 実 施 の 形 態 １ の 加 熱 式 加 湿 器 の 操 作 表 示 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 実 施 の 形 態 １ の 加 熱 式 加 湿 器 の 制 御 回 路 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 実 施 の 形 態 １ の 加 熱 式 加 湿 器 の 制 御 動 作 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 実 施 の 形 態 １ の 加 熱 式 加 湿 器 の 転 倒 時 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 実 施 の 形 態 ２ の 加 熱 式 加 湿 器 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ 　 本 体 、 ２ 　 水 タ ン ク 、 ３ 　 タ ン ク キ ャ ッ プ 、 ４ 　 落 水 口 、 ５ 　 水 受 部 、 ６ 　 水 槽 、
７ 　 吸 水 部 材 、 ８ 　 加 熱 体 、 ９ 　 蒸 気 案 内 筒 、 １ ０ 　 吸 気 口 、 １ １ 　 送 風 フ ァ ン 、 １ ２ 　
送 風 取 入 口 、 １ ２ Ａ 　 送 風 取 入 別 口 、 １ ３ 　 送 風 筒 、 １ ４ 　 混 合 室 、 １ ５ 　 蒸 気 吹 出 口 、
１ ６ 　 冷 風 吹 出 口 、 １ ７ 　 放 熱 部 材 、 １ ８ 　 制 御 部 、 ２ ０ 　 運 転 ス イ ッ チ 、 ２ １ 　 室 温 セ
ン サ 、 ２ ２ 　 タ イ マ ー 手 段 、 ２ ３ 　 蒸 気 温 度 セ ン サ 、 ２ ４ 　 湿 度 表 示 ボ タ ン 、 ２ ５ 　 湿 度
表 示 ラ ン プ 、 ２ ６ 　 清 掃 喚 起 ラ ン プ 、 ２ ７ 　 第 １ の 風 路 、 ２ ８ 　 第 ２ の 風 路 、 ２ ９ 　 操 作
表 示 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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